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号
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活
保
護
法

(
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二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指

定
医
療
機
関
か
ら
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
二
第
二
号
の
規
定
に

よ
り
告
示
す
る
。

平
成
十
八
年
十
一
月
二
十
七
日

青
森
県
知
事
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村
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青
森
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告
示
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八
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六
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生
活
保
護
法

(

昭
和
二
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五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
扶
助

の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
二
第
一

号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
十
八
年
十
一
月
二
十
七
日

青
森
県
知
事
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村

申

吾

青
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県
告
示
第
八
百
六
十
二
号

生
活
保
護
法

(
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
扶
助
の
た
め
の
施
術
を
担
当
さ
せ
る
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た

の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
二
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。
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名
称
又
は
氏
名

所

在

地

又

は

住

所

廃
止
年
月
日

八
幡
町
ク
リ
ニ
ッ
ク

鈴
木
内
科
医
院

八
戸
東
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー

け
ん
よ
し
調
剤
薬
局

ぬ
る
ゆ
調
剤
薬
局

弘
前
市
大
字
八
幡
町
一
丁
目
二
の
二

八
戸
市
稲
荷
町
二
一

八
戸
市
湊
高
台
四
丁
目
一
の
一
九

三
戸
郡
南
部
町
大
字
剣
吉
字
堰
合
一
五
の

四黒
石
市
大
字
温
湯
字
上
川
原
七
の
二
四

平
成
��･

��･

��

��･

��･

��

��･

��･

�

��･

�･

��

��･

��･

�

名
称
又
は
氏
名

所

在

地

又

は

住

所

指
定
年
月
日

鈴
木
内
科
医
院

工
藤
小
児
科

あ
お
ば
歯
科
医
院

ハ
ッ
ピ
ー
調
剤
薬
局
剣
吉
店

二
ツ
家
調
剤
薬
局

八
戸
市
大
字
尻
内
町
字
八
百
刈
二
六
の
三

八
戸
市
大
字
田
向
字
毘
沙
門
前
二
三
の
三

弘
前
市
大
字
桔
梗
野
四
丁
目
九
の
二
六

三
戸
郡
南
部
町
大
字
剣
吉
字
堰
合
一
五
の

四八
戸
市
大
字
沢
里
字
二
ツ
屋
一
の
九
二

平
成
��･

��･

�

〃〃��･

��･

�

��･

��･

�
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平
成
十
八
年
十
一
月
二
十
七
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
告
示
第
八
百
六
十
三
号

青
森
県
海
面
漁
業
調
整
規
則

(

昭
和
四
十
三
年
二
月
青
森
県
規
則
第
十
一
号)

第
五
十
三
条
第
三

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
規
則
第
五
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
聴
聞
の
期
日
に
お
け
る
審
理
を

公
開
す
る
の
で
、
行
政
手
続
法
及
び
青
森
県
行
政
手
続
条
例
に
基
づ
き
知
事
が
行
う
聴
聞
の
手
続
に

関
す
る
規
則

(

平
成
六
年
九
月
青
森
県
規
則
第
五
十
一
号)

第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と

お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
十
一
月
二
十
七
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

当
事
者
並
び
に
聴
聞
の
期
日
及
び
場
所

二

予
定
さ
れ
る
不
利
益
処
分
の
内
容
及
び
根
拠
と
な
る
法
令
の
条
項

青
森
県
海
面
漁
業
調
整
規
則
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
無
許
可
の
船
舶
に
対
す
る
て

い
泊
命
令

三

聴
聞
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
組
織
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

青
森
県
農
林
水
産
部
水
産
局
水
産
振
興
課

(

担
当

漁
業
管
理
グ
ル
ー
プ

電
話
〇
一
七－

七
三
四－

九
五
九
三)

２

所
在
地

青
森
市
長
島
一
丁
目
一
番
一
号

公

安

委

員

会

交
番
、
警
察
官
駐
在
所
及
び
警
備
派
出
所
の
名
称
、
位
置
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
十
一
月
二
十
七
日

青
森
県
公
安
委
員
会
委
員
長

井

畑

明

男

青
森
県
公
安
委
員
会
規
則
第
十
七
号

交
番
、
警
察
官
駐
在
所
及
び
警
備
派
出
所
の
名
称
、
位
置
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

交
番
、
警
察
官
駐
在
所
及
び
警
備
派
出
所
の
名
称
、
位
置
等
に
関
す
る
規
則

(

昭
和
三
十
六
年
八

月
青
森
県
公
安
委
員
会
規
則
第
十
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
青
森
警
察
署
の
項
中

｢

を

｣

｢

に
改
め
る
。

｣

青 森 県 報平成18年11月27日 月曜日 第2710号 2

氏

名

住

所

施
術
所
の
名
称

施
術
所
の
所
在
地

指

定

年
月
日

櫻
田

謙
三

八
戸
市
石
堂
二
丁
目

二
四
の
一
一

桜
田
接
骨
院

八
戸
市
石
堂
二
丁
目

二
四
の
一
一

平
成

��

･

�･

�

当

事

者

聴

聞

の

期

日

及

び

場

所

氏
名
又
は
名
称
及
び

法
人
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
代
表
者
の
氏
名

住

所

期

日

場

所

小

泉

由

一

上
北
郡
六
ケ
所
村
大

字
倉
内
字
切
揚
場
一

一
四
番
地
三

平
成
十
八
年
十
二
月

十
八
日
午
前
十
時
三

十
分

青
森
市
長
島
一
丁
目

一
番
一
号

青
森
県
庁
北
棟
２
階

Ｃ
会
議
室

江

戸

久

雄

秋
田
県
能
代
市
落
合

字
古
釜
谷
地
五
七
番

地
一
〇

平
成
十
八
年
十
二
月

十
八
日
午
後
一
時
三

十
分

青
森
市
長
島
一
丁
目

一
番
一
号

青
森
県
庁
北
棟
２
階

Ｃ
会
議
室

三
内
丸
山
交
番

平
内
交
番

青
森
市
浪
館
前
田
三
丁
目
二
十
二
番
十
一
号

東
津
軽
郡
平
内
町
大
字
小
湊
字
家
ノ
下
二
百
四

番
地

三
内
丸
山
交
番

八
甲
田
交
番

平
内
交
番

青
森
市
浪
館
前
田
三
丁
目
二
十
二
番
十
一
号

青
森
市
幸
畑
二
丁
目
六
番
七
号

東
津
軽
郡
平
内
町
大
字
小
湊
字
家
ノ
下
二
百
四

番
地



( )

別
表
第
二
青
森
警
察
署
の
項
中

｢

を

｣

｢

に
改
め
、
同
表

｣

つ
が
る
警
察
署
の
項
中

｢

を

｣

｢

に
改
め
、
同
表
黒
石
警
察
署
の
項
中

｣

｢

を

｣

｢

に
改
め
る
。

｣

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
一
の
改
正
規
定
並

び
に
別
表
第
二
の
青
森
警
察
署
及
び
つ
が
る
警
察
署
の
項
の
改
正
規
定
は
、
平
成
十
八
年
十
二
月
二

十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

警
察
官
の
職
務
に
協
力
援
助
し
た
者
の
災
害
給
付
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
十
一
月
二
十
七
日

青
森
県
公
安
委
員
会
委
員
長

井

畑

明

男

青
森
県
公
安
委
員
会
規
則
第
十
八
号

警
察
官
の
職
務
に
協
力
援
助
し
た
者
の
災
害
給
付
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

警
察
官
の
職
務
に
協
力
援
助
し
た
者
の
災
害
給
付
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

昭

和
六
十
年
十
月
青
森
県
公
安
委
員
会
規
則
第
六
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
二
中

｢

令
第
七
条
の
二
第
一
項
第
二
号｣

を

｢

令
第
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号｣

に
改

め
る
。

第
十
条
第
一
項
中

｢

令
第
七
条
第
七
項｣

を

｢

令
第
七
条
第
九
項｣

に
改
め
る
。

第
十
四
条
中

｢

令
第
七
条
第
六
項
第
二
号｣

を

｢

令
第
七
条
第
八
項
第
二
号｣

に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
一
項
第
三
号
中

｢

令
別
表
第
一｣

を

｢

警
察
官
の
職
務
に
協
力
援
助
し
た
者
の
災
害

給
付
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

(

平
成
十
八
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
十
三
号
。
次
号
に
お
い

て

｢

法
施
行
規
則｣

と
い
う
。)

別
表
第
一｣

に
、
同
項
第
四
号
中

｢

令
別
表
第
二
に
掲
げ
る
身
体

障
害｣

を

｢

法
施
行
規
則
別
表
第
二
に
掲
げ
る
障
害｣

に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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浜
館
警
察
官
駐
在
所

横
内
警
察
官
駐
在
所

荒
川
警
察
官
駐
在
所

高
田
警
察
官
駐
在
所

後
潟
警
察
官
駐
在
所

幸
畑
警
察
官
駐
在
所

戸
山
警
察
官
駐
在
所

青
森
市
浜
館
一
丁
目
五
番
地
四
十
六

青
森
市
大
字
横
内
字
亀
井
二
百
三
十
二
番
地
二

青
森
市
大
字
荒
川
字
柴
田
百
六
十
番
地
三

青
森
市
大
字
高
田
字
川
瀬
百
二
十
四
番
地
二

青
森
市
大
字
六
枚
橋
字
磯
打
二
十
五
番
地

青
森
市
幸
畑
三
丁
目
一
番
一
号

青
森
市
大
字
駒
込
字
蛍
沢
四
十
八
番
地
九
十
四

浜
館
警
察
官
駐
在
所

荒
川
警
察
官
駐
在
所

高
田
警
察
官
駐
在
所

後
潟
警
察
官
駐
在
所

戸
山
警
察
官
駐
在
所

青
森
市
浜
館
一
丁
目
五
番
地
四
十
六

青
森
市
大
字
荒
川
字
柴
田
百
六
十
番
地
三

青
森
市
大
字
高
田
字
川
瀬
百
二
十
四
番
地
二

青
森
市
大
字
六
枚
橋
字
磯
打
二
十
五
番
地

青
森
市
大
字
駒
込
字
蛍
沢
四
十
八
番
地
九
十
四

つ
が
る
市
車
力
町
花
林
六
十
五
番
地

つ
が
る
市
豊
富
町
屏
風
山
一
番
地
八
百
十
八

畑
中
警
察
官
駐
在
所

南
津
軽
郡
田
舎
館
村
大
字
畑
中
字
上
野
七
十
六

番
地
十
八

田
舎
館
警
察
官
駐
在
所

南
津
軽
郡
田
舎
館
村
大
字
八
反
田
字
古
舘
二
百

十
七
番
地
三
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別
記
様
式
第
２
号
(第
３
条
関
係
)

通
知
年
月
日

年
月

日
通
知
番
号

第
号

住
所

氏
名

殿

青
森
県
警
察
本
部
長
�

災
害
給
付
通
知
書

あ
な
た
は
､
警
察
官
の
職
務
に
協
力
援
助
し
た
者
の
災
害
給
付
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ

り
､
下
記
の
災
害
に
対
す
る
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
､
通
知
し
ま
す
｡

記

１
災
害
を
受
け
た
者

住
所

氏
名

(
年

月
日
生
)

２
傷
病
名

３
災
害
発
生
年
月
日

年
月

日

(注
意
事
項
)

１
あ
な
た
は
､
下
記
の
事
由
に
該
当
す
る
と
き
は
､
そ
れ
ぞ
れ
の
事
由
に
対
応
す
る
給
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
､
速
や
か
に
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
｡

２
請
求
に
必
要
な
手
続
等
詳
細
に
つ
い
て
は
､
近
く
の
警
察
署
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
｡

あ
な
た
が
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
給
付
の
内
容

１
あ
な
た
が
被
災
者
で
あ
る
場
合

�
療
養
給
付

協
力
援
助
し
た
た
め
に
受
け
た
負
傷
又
は
疾
病
に
つ
い
て
は
､
次
に
掲
げ
る
も
の
で
､
療

養
上
相
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
療
養
給
付
と
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡

ア
診
察

イ
薬
剤
又
は
治
療
材
料
の
支
給

ウ
処
置
､
手
術
そ
の
他
の
治
療

エ
居
宅
に
お
け
る
療
養
上
の
管
理
及
び
そ
の
療
養
に
伴
う
世
話
そ
の
他
の
看
護

オ
病
院
又
は
診
療
所
へ
の
入
院
及
び
そ
の
療
養
に
伴
う
世
話
そ
の
他
の
看
護

カ
移
送

�
傷
病
給
付

協
力
援
助
し
た
た
め
の
負
傷
又
は
疾
病
が
療
養
の
開
始
後
１
年
６
月
を
経
過
し
た
日
以
後

に
お
い
て
､
治
ら
な
い
で
傷
病
等
級
に
該
当
す
る
程
度
の
障
害
の
状
態
が
継
続
し
て
い
る
と

き
は
､
そ
の
期
間
､
そ
の
程
度
に
応
じ
て
傷
病
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡

な
お
､
傷
病
給
付
を
受
け
る
場
合
に
は
休
業
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
｡

�
障
害
給
付

協
力
援
助
し
た
た
め
の
負
傷
又
は
疾
病
が
治
つ
た
と
き
､
障
害
等
級
に
該
当
す
る
程
度
の

障
害
が
残
つ
た
と
き
は
､
そ
の
程
度
に
応
じ
て
障
害
給
付
年
金
又
は
障
害
給
付
一
時
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡

�
障
害
給
付
年
金
前
払
一
時
金

障
害
給
付
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
､
申
出
に
よ
り
､
障
害
の
程
度
に
応
じ

た
額
の
範
囲
で
選
択
し
た
障
害
給
付
年
金
前
払
一
時
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡

な
お
､
こ
の
場
合
､
年
金
の
支
給
は
､
一
定
期
間
停
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
｡

�
介
護
給
付

傷
病
給
付
年
金
又
は
障
害
給
付
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
で
､
国
家
公
安
委
員

会
規
則
で
定
め
る
程
度
の
障
害
に
よ
り
常
時
又
は
随
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
り
､
か
つ
､

実
際
に
介
護
を
受
け
て
い
る
と
き
は
､
そ
の
期
間
(病
院
等
に
入
院
し
て
い
る
期
間
を
除

く
｡
)､
介
護
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡

�
休
業
給
付

協
力
援
助
し
た
た
め
の
負
傷
又
は
疾
病
の
療
養
の
た
め
従
前
得
て
い
た
収
入
が
得
ら
れ
な

い
と
き
は
､
そ
の
期
間
､
給
付
基
礎
額
の
60
100
に
相
当
す
る
金
額
の
休
業
給
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
｡
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�
葬
祭
給
付

あ
な
た
が
死
亡
し
た
協
力
援
助
者
の
葬
祭
を
行
つ
た
者
で
あ
る
場
合
は
､
通
常
葬
祭
に
要

す
る
費
用
を
考
慮
し
て
政
令
で
定
め
る
金
額
の
葬
祭
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡

�
障
害
給
付
年
金
差
額
一
時
金

あ
な
た
が
障
害
給
付
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
協
力
援
助
者
の
遺
族
で
あ
つ
て
､
死

亡
し
た
協
力
援
助
者
に
支
給
さ
れ
た
障
害
給
付
年
金
及
び
障
害
給
付
年
金
前
払
一
時
金
の
合

計
額
が
政
令
に
定
め
る
障
害
の
程
度
に
応
じ
た
額
(注
参
照
)
に
満
た
な
い
と
き
は
､
そ
の

差
額
に
相
当
す
る
額
の
障
害
給
付
年
金
差
額
一
時
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡

�
警
察
官
の
職
務
に
協
力
援
助
し
た
者
の
災
害
給
付
に
関
す
る
法
律
施
行
令
附
則
第
2条

抄�

�
未
支
給
の
給
付

あ
な
た
が
給
付
の
受
給
権
者
の
遺
族
で
あ
つ
て
､
死
亡
し
た
受
給
権
者
に
支
給
さ
れ
る
べ

き
給
付
で
ま
だ
支
給
さ
れ
な
か
つ
た
分
が
あ
る
場
合
は
､
そ
の
未
支
給
分
の
給
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
｡

注
用
紙
の
大
き
さ
は
､
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
縦
長
と
す
る
｡

障
害
等
級

額
１
級

給
付
基
礎
額
に
1,340を

乗
じ
て
得
た
額

２
級

給
付
基
礎
額
に
1,190を

乗
じ
て
得
た
額

３
級

給
付
基
礎
額
に
1,050を

乗
じ
て
得
た
額

４
級

給
付
基
礎
額
に
920を

乗
じ
て
得
た
額

５
級

給
付
基
礎
額
に
790を

乗
じ
て
得
た
額

６
級

給
付
基
礎
額
に
670を

乗
じ
て
得
た
額

７
級

給
付
基
礎
額
に
560を

乗
じ
て
得
た
額

２
あ
な
た
が
被
災
者
以
外
の
者
で
あ
る
場
合

�
遺
族
給
付

あ
な
た
が
死
亡
し
た
協
力
援
助
者
の
遺
族
で
あ
つ
て
､
次
の
ア
及
び
イ
の
要
件
を
充
た
す

場
合
は
､
遺
族
給
付
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
(遺
族
給
付
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
遺
族
が
い
な
い
場
合
は
､
政
令
の
規
定
に
よ
り
､
遺
族
給
付
一
時
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
｡
)
｡

ア
協
力
援
助
者
の
死
亡
の
当
時
､
そ
の
収
入
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
｡

イ
次
の
表
の
①
か
ら
⑦
ま
で
に
掲
げ
る
遺
族
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
､
先
順
位
の
者
が
い

な
い
こ
と
(順
位
は
､
①
か
ら
⑦
ま
で
の
番
号
の
と
お
り
で
あ
り
､
⑦
に
掲
げ
る
者
の
間

に
あ
つ
て
は
､
夫
､
父
母
､
祖
父
母
､
兄
弟
姉
妹
の
順
序
と
な
り
ま
す
｡
)
｡

た
だ
し
､
あ
な
た
が
⑦
に
掲
げ
る
者
で
あ
る
と
き
は
､
60歳
に
達
す
る
ま
で
の
間
は
､
遺

族
給
付
年
金
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
｡

な
お
､
協
力
援
助
者
の
死
亡
し
た
日
が
次
の
表
の
�
の
欄
の
区
分
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
と
き
は
､
上
の
表
に
掲
げ
る
遺
族
の
年
金
に
つ
い
て
の
要
件
は
､
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
｡

ア
上
の
表
の
①
､
③
､
⑤
及
び
⑥
に
掲
げ
る
遺
族
に
つ
い
て
は
､
｢60歳

以
上
｣
と
あ
る

部
分
は
､
そ
れ
ぞ
れ
､
次
の
表
の
�
の
欄
の
区
分
に
応
じ
て
､
�
の
欄
に
掲
げ
る
年
齢
と

な
り
ま
す
｡

イ
上
の
表
の
⑦
に
掲
げ
る
遺
族
に
つ
い
て
は
､
｢55歳

以
上
60歳
未
満
｣
と
あ
る
部
分
は
､

そ
れ
ぞ
れ
､
次
の
表
の
�
の
欄
の
区
分
に
応
じ
て
､
	
の
欄
に
掲
げ
る
年
齢
と
な
り
ま
す

(た
だ
し
､
上
の
表
の
⑦
の
欄
に
掲
げ
る
者
が
次
の
表
の



の
欄
に
掲
げ
る
年
齢
に
達
す

る
ま
で
の
間
は
､
遺
族
給
付
年
金
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
｡
)
｡

�
遺
族
給
付
年
金
前
払
一
時
金

あ
な
た
が
遺
族
給
付
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
､
申
出
に
よ
り
､
一
定
の
額

の
範
囲
で
選
択
し
た
遺
族
給
付
年
金
前
払
一
時
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡

な
お
､
こ
の
場
合
､
年
金
の
支
給
は
､
一
定
期
間
停
止
さ
れ
ま
す
｡

順
位

遺
族

①
妻
又
は
60歳
以
上
の
夫

②
18歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
3月
31日
ま
で
の
間
に
あ
る
子

③
60歳
以
上
の
父
母

④
18歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
3月
31日
ま
で
の
間
に
あ
る
孫

⑤
60歳
以
上
の
祖
父
母

⑥
18歳

に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
3月
31日

ま
で
の
間
に
あ
る
か
又
は
60歳

以
上
の

兄
弟
姉
妹

⑦
55歳
以
上
60歳
未
満
の
夫
､
父
母
､
祖
父
母
又
は
兄
弟
姉
妹

備
考
夫
､
子
､
父
母
､
孫
､
祖
父
母
又
は
兄
弟
姉
妹
が
､
協
力
援
助
者
の
死
亡
の
当
時
､

身
体
若
し
く
は
精
神
に
７
級
以
上
の
障
害
等
級
の
障
害
に
該
当
す
る
程
度
の
障
害
が
あ

る
状
態
又
は
負
傷
若
し
く
は
疾
病
が
治
ら
な
い
で
､
身
体
の
機
能
若
し
く
は
精
神
に
軽

易
な
労
務
以
外
の
労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
以
上
の
故
障
が
あ
る
状
態
に

あ
っ
た
と
き
は
､
①
か
ら
⑥
ま
で
に
掲
げ
る
遺
族
の
年
齢
に
関
す
る
要
件
は
な
く
な
り

ま
す
｡

�
協
力
援
助
者
の
死
亡
し
た
日

�
	



昭
和
61年
9月
30日
ま
で

55歳
以
上

昭
和
61年
10月
1日
か
ら
昭
和
62年
9月
30日
ま
で
56歳
以
上

55歳
56歳

昭
和
62年
10月
1日
か
ら
昭
和
63年
9月
30日
ま
で
57歳
以
上
55歳
以
上
57歳
未
満
57歳

昭
和
63年
10月
1日
か
ら
平
成
元
年
9月
30日
ま
で
58歳
以
上
55歳
以
上
58歳
未
満
58歳

平
成
元
年
10月
1日
か
ら
平
成
２
年
9月
30日
ま
で
59歳
以
上
55歳
以
上
59歳
未
満
59歳
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所
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青
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第
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屋
町
三
丁
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一
番
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号

東
奥
印
刷
株
式
会
社

定
価
小
口
一
枚
ニ
付
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五
円
一
銭

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
発
行

別
記
様
式
第
四
号
及
び
別
記
様
式
第
十
一
号
中

｢

治
ゆ｣

を

｢

治
癒｣

に
、

｢

該
当
等
級｣

を

｢
該
当
す
る
障
害
等
級｣

に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
十
二
号
中

｢

心
身
の
故
障
に
よ
り
軽
易
な
労
務
に
し
か
従
事
で
き
な
い
よ
う
な｣

を

｢

身
体
若
し
く
は
精
神
に
七
級
以
上
の
障
害
等
級
の
障
害
に
該
当
す
る
程
度
の
障
害
が
あ
る
状
態
又

は
負
傷
若
し
く
は
疾
病
が
治
ら
な
い
で
、
身
体
の
機
能
若
し
く
は
精
神
に
軽
易
な
労
務
以
外
の
労
務

に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
以
上
の
故
障
が
あ
る｣

に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
十
六
号
中

｢

心
身
の
故
障
に
よ
り
軽
易
な
労
務
に
し
か
従
事
で
き
な
い
よ
う
な｣

を

｢

身
体
若
し
く
は
精
神
に
七
級
以
上
の
障
害
等
級
の
障
害
に
該
当
す
る
程
度
の
障
害
が
あ
る
状
態
又

は
負
傷
若
し
く
は
疾
病
が
治
ら
な
い
で
、
身
体
の
機
能
若
し
く
は
精
神
に
軽
易
な
労
務
以
外
の
労
務

に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
以
上
の
故
障
が
あ
る｣

に
、

｢

心
身
の
故
障
に
よ
り
軽
易
な
労
務

に
し
か
従
事
で
き
な
い
よ
う
な
状
態｣
を

｢

身
体
若
し
く
は
精
神
に
七
級
以
上
の
障
害
等
級
の
障
害

に
該
当
す
る
程
度
の
障
害
が
あ
る
状
態
又
は
負
傷
若
し
く
は
疾
病
が
治
ら
な
い
で
、
身
体
の
機
能
若

し
く
は
精
神
に
軽
易
な
労
務
以
外
の
労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
以
上
の
故
障
が
あ
る
状

態｣

に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
二
十
四
号
の
二
及
び
別
記
様
式
第
二
十
四
号
の
三
中

｢

該
当
等
級｣

を

｢

該
当
す
る

障
害
等
級｣

に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
二
十
八
号
中

｢

心
身
の
故
障
に
よ
り
軽
易
な
労
務
に
し
か
従
事
で
き
な
い｣

を

｢

身

体
若
し
く
は
精
神
に
七
級
以
上
の
障
害
等
級
の
障
害
に
該
当
す
る
程
度
の
障
害
が
あ
る
状
態
又
は
負

傷
若
し
く
は
疾
病
が
治
ら
な
い
で
、
身
体
の
機
能
若
し
く
は
精
神
に
軽
易
な
労
務
以
外
の
労
務
に
服

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
以
上
の
故
障
が
あ
る｣

に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
二
十
九
号
中

｢治
ゆ
｣

を

｢治
癒
｣

に
、

｢

を

｣

｢

に
、

｣

｢

を

｣

｢

に
改
め
る
。

｣

附

則

(

施
行
期
日)

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

身
体
障
害
者
療
護
施
設
に
係
る
経
過
措
置)

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
障
害
者
自
立
支
援
法

(

平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

附
則
第

四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
身
体
障
害
者
療
護

施
設
に
つ
い
て
は
、
同
法
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
は
、

改
正
後
の
規
則
第
四
条
の
二
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
に
規
定
す
る
本
部
長
が
定
め
る
施
設

と
み
な
す
。
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